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「特別の教科 道徳」を中心とした道徳性の育成

地域素材・地域人材の活用

児童一人一人の居場所づくり・絆づくり

児童理解の充実

読書の質的向上

自己管理能力の育成

体力向上につなげる取り組み

　「給食時間に給食指導（手洗い・配膳・食事マナーなど）を継続的に
行っている。」に対して，肯定的に回答している職員の割合は，１０
０％。「食育の視点を取り入れた教科指導を行っている。」に対して，
肯定的に回答している職員の割合は，９３．５％。「病気やけがの予防
について，継続的な指導を行っている。」に対して，肯定的に回答して
いる職員の割合は，９６．８％。「お子さんは，マナーを守って，好き
嫌いせず，食事をしている。」に対して，肯定的に回答している保護者
の割合は，７５．２％。「お子さんは，病気やケガをしないように気を
つけて生活している。」に対して，肯定的に回答している保護者の割合
は，９１．０％。「マナーを守って，すききらいせず，食事をしていま
すか。」に対して，肯定的に回答している児童の割合は，８５．６％。
「病気やけがをしないように気をつけて生活していますか。」に対し

て，肯定的に回答している児童の割合は，８９．８％。

　食育授業を実施した学年は２学年のみなので，２学期中
に全学年が取り組み，好き嫌いせず食べようという意識を
もたせたい。

体
力
づ
く
り

　教科のねらいと関連させながら、補助運動として１学期
は「スポチャレいしかわの４０mリレー」に全学級が取り
組んだ。児童玄関に各学級の記録を掲示することで、意欲
につながり、何度も取り組む学級が多くあった。2学期以
降も継続していきたい。
　児童が企画・運営する体力向上遊びでは、体育委員会の
児童が「いちのこオリンピック２０１９」を企画し全校で
取り組んだ。昨年度のスポーツテストの結果では、本校児
童は「握力・柔軟性・瞬発力」に課題があった。いちのこ
オリンピックでは、これらの課題の向上につながるような
運動遊びを児童が考え、ビンゴゲームのようにすることで
運動に親しみながら体力の向上に取り組んだ。３列ビンゴ
になった児童は、全校６７０名中１７０名であり２５％の
児童であった。運動に親しみながらできる取り組みを継続
していきたい。

・教科のねらいと関連させながら，補助運動として「スポ
チャレいしかわ」に取り組み，バランスよく体力の向上を
目指す。体育の準備運動としてラダーを使った準備運動に
取り組めるようにする。
・児童が企画・運営する体力向上遊びに全校で取り組むこ
とで，運動に親しむ時間を設け体力の向上を目指す。

保
健
健
康
教
育

・栄養教諭を中心に，学年の実態に応じた食育の授業を年
１回行う。
・けが予防については，学年の実態に応じて段階的な指導
方法を考え，実施する。学校保健委員会では『けがをしに
くい体づくり』をテーマに講師を招聘し，けが予防への意
識付けを行う。

　６月に，道徳教育を充実させるための取組について全職
員で共通理解をした。また，道徳教育推進教師研修の報告
も併せて行い，道徳教育と道徳科に関する基礎的理解や評
価の在り方等についても確認した。
　道徳授業の公開については，１学期末の時点で３クラス
が保護者に公開を行っている。２学期の学校公開や３学期
の授業参観で確実に授業公開が行われるように声をかけて
いく。

　「縦割り活動などで，他の学年とかかわるのは楽しいで
すか。」に対して，肯定的に回答している児童の割合は，
９６．２％であった。６年生は，下学年のことを考えなが
ら活動する経験を通して，責任感やリーダー性を育むこと
ができている。また，どの学年も，今までに関わりのな
かった児童同士が新たな関わりをもて，活動で楽しそうな
笑顔がたくさん見られた。２学期も活動を継続していく。
　「魅力ある学校づくり」では，学年で共通実践をし、児
童の意識調査を受けて、夏季休業中に実践の成果と見直し
を話し合う。２学期はさらに学年で一体となって取り組
む。

生
徒
指
導

・児童が互いに関わり合える場を設定し，みんなで取り組
むことのよさを実感させる。
・『魅力ある学校づくり調査研究事業』を通して，学年・
学校が一丸となって児童の実態把握を行い，具体的なプラ
ンを立て，取組を確実に実施していく。年間３回の取組の
検証を行う。

特
別
支
援
教
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　学年別の児童理解の会で，困り感のある児童について
困っていることだけでなく，支援の手だてについて具体的
に話し合う機会をもつことができ，学年全体の児童につい
て理解を深めることができた。
　事例研修会については，１学期に開くことができなかっ
たので，２学期に開催する予定で計画を立てる。

・児童理解の会を全体又は学年別で行い，児童への理解を
深め，適切な支援方法の共通理解を図り実施する。
・個に応じた対応力を向上させるために講師を招聘し，事
例検討会を行う。

読
書
教
育

　１学期の貸出し冊数は，昨年度の１学期と比較すると９
２８冊増加している。不読者がいるので，学級担任を通じ
て，借りるよう働きかけていく。
　良書に親しむためのチャレンジ１０冊の取り組みは，Ⅰ
学期末で１６３人が達成している。（達成率２４％）高学
年の達成率が５年３％，６年４％と低いので，１年間で達
成するよう促していく。

・児童１人１人が読書に対するめあてをもち，「本のとび
ら」や「この本を読もう」などを活用しながら，読書量の
増加を図ったり，良書に親しんだりするよう働きかける。

学
校
関
係
者
評
価

第１回評議員会（学校評価計画作成時（６月））
・良い施設を上手に使ってよい教育を行ってほしい。
・地域の先生を活かしていってほしい。ＰＴＡという言葉があるが，本来はＰＴＣＡであるべき。（Ｃはコミュニティ）。地域の人材を活かして目標に沿った教育活動を行ってほしい。
・道徳は本来家庭であるべきである。だからこそ，特に道徳教育にＰＴＡを巻き込むような取組を願いたい。
・児童はみんな意欲的に授業に参加している。報道等で報じられている「たちあるき」などがなく，とてもよい。継続するよう指導をしてほしい。
・教師には若手ベテランといるが，その差なく子どもたちは真面目に学習に取り組んでいる。児童の学習に対する関心度が高い。
・スマホの問題が心配である。特に，体に与える影響などが心配である。ＰＴＡを巻き込んで，保護者に知らせていってほしい。

目標・具体的取り組み 取組の状況（中間・８月提出） 取組の成果と課題（年度末・３月提出）

道
徳
教
育

・授業参観や学校公開で，全学級で道徳授業を公開し，家
庭や地域と連携して道徳性を高める。
・ねらいを明確にした道徳授業を実践し，指導と評価の一
体化を図る。

キ
ャ

リ
ア
教
育

　各学年，年間指導計画に基づき，児童に学習の前後で，
地域に対する見方や考え方がどのように変わったかアン
ケートを行っている。
　一学期は，２年生が「町探検にいこう」，５年生が「お
米調べ学習」について取り組んでいる。自分の住んでいる
地域に対し，どのように見てどんなことを考えているか把
握できると良いと思う。児童一人一人が，調べたいことに
対し自分のめあてを持ち，解決に向けて努力することがで
きるように，二学期以降も取り組んでいきたい。

・夢や希望をもって努力し，意欲をもって学び続ける児童
を育てるために，地域素材・地域人材を活用する。
・ボランティアマインドを育成し，相手の立場に立って考
え，行動しようとする児童を育てる。


